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Ｘ線分光撮像衛星 XRISM に搭載された軟Ｘ線撮像装置 Xtend は、軟Ｘ線反射望遠鏡（XMA）と撮像検出器
（SXI）から構成され、4枚のCCD素子をモザイク状に配置することで、0.4–13 keV のエネルギー帯域において
38分角平方の広視野での撮像分光観測を実現している。SXI によるスペクトル解析では、CCD 出力波高値の偶
数・奇数列におけるゲイン差の補正、電荷転送時の電荷漏れ、ならびに電荷転送非効率（CTI）に対する補正が
不可欠である。これらの補正パラメータは、軌道上での CCD の放射線損傷等によって時間とともに変化するた
め、継続的な更新が求められる。本研究では、2025年 6月までに取得された軌道上データをもとに、これまで軌
道上での CCDの放射線損傷などによる時間変動の影響が反映されていなかった補正パラメータに対し、その影
響を取り込むとともに、適用範囲を拡張することで、エネルギー較正精度の向上を図った。本講演では、補正パ
ラメータ適用の手法とその結果、および改良されたエネルギー較正の精度評価について報告する。


